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Kalevi Koski（1921〜1998）
フインランドに現代歯列矯正教育をもたらし、Helsinkiなどの大学で教鞭をとった。米国で多くの歯科研究

者と知り合い、フインランドへ海外で著名な学者の貴重な講演をもたらした。また、人類学および頭蓋顔面生
物学の研究も確立した。フィンランド歯科学会の議事録、Acta Odontologica Scandinavicaの編集長を務めた。

Turku大学の名誉博士号を取得し、英国歯科矯正学会の名誉会員となり、1989年には頭蓋顔面生物学におい
て IADR Distinguished Scientist Awardを受賞した。

表紙絵：島本和則、芝岡聡史（ソフィア歯列矯正歯科医院）
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4 第36回 Bioprogressive Study Club 学術大会
10 第22回 PRE-TUCSON COURSE
33 矯正用アンカレッジシステム i-station 1 Day セミナー
34 第2回アジア舌側矯正歯科学術大会 Pre Course
35 第2回アジア舌側矯正歯科学術大会
36 SWEシステム矯正実習2日間コースⅡ
37 歯科矯正用アンカースクリューセミナー
38 コルチ矯正セミナー
39 FLBリンガルコース
40 機能矯正セミナー
41 第24回YTローフォース・ローフリクションセミナー
43 第13回 Dr. Chris Farrell 講習会
44 第7回顎顔面口腔育成研究会学術大会
47 デイモンシステムによる審美的治療セミナー
48 アソアライナーデジタルセミナー
49 オーソトロピクス講演会/オーソトロピクスデイ
50 こども歯並び矯正法ベーシックコース
68 アメリカ歯科医師免許取得を目指すセミナー
69 3shape本社視察・研修 デンマーク歯科医師交流会
78 5th Japan Academy of Aligner Orthodontics

109 学会＆セミナー速報

119 URL BOARD

125 新刊紹介

126 小児歯科臨床バックナンバー

127 JCOバックナンバー

128 JOPバックナンバー

129 編集部から

130 奥付

学会/セミナー広告

9矯 正 臨 床 ジ ャ ー ナ ル
Journal of Orthodontic Practice

6 Topics
医療ID、2020年度本格運用へ、個人ごと管理、適切・効率的な医療に期待
医師偏在の解消へ、都道府県の権限強化—改正医療法・医師法が成立
外国人の不正受療、公的保険で自己負担安く—厚労省が実態調査
応召義務、「撤廃」求める医師が3割—民間医療サイト調査 ほか

5 今月のファイル
H29 医事訴訟 — 新受件数は857件、審理期間は延長、平均24.2カ月

89 Clinical Topics
学童期の鉛筆噛みによる口唇閉鎖不全
—筋機能強化で改善を試みた2症例
山木貴子（清水歯科医院）

今月の記念日
歯科技工士記念日…9月24日

（公益社団法人日本歯科技工士会制定）

11 Case Presentation
症例報告—長期安定性を求めて ②
上顎前突/抜歯、下顎右側偏位を伴う
上下顎前突/抜歯症例
高橋知江子（たけお矯正歯科）

101 Internet Interview
世界の矯正歯科医とのインターネットインタビュー —18
ブラジル出身、WFO常任理事、編集委員長として活躍された
Jorge Faber先生
Jorge Faber（ブラジリア大学歯学部歯科矯正学講座教授、前WFO

常務理事、前WFO公式雑誌編集委員長）
丹根一夫（広島大学名誉教授・客員教授／APOS前会長）

79 Modern Orthodontics
インビザラインの臨床—そのシステムと治療の実際—21
小児歯科治療におけるアライナー型矯正装置の
アプローチについて
―インビザライン ファースト
尾島賢治、檀  知里、渡辺仁資（スマイルイノベーション矯正歯科）

51 Clinical Lecture
第6回顎顔面包括歯科（IDT）研究会

『顎顔面包括歯科における矯正歯科の役割』
“顎顔面包括歯科治療についての症例報告”
歯牙骨支持タイプの急速拡大装置を使用した一例
安井正紀（宮崎台やすい矯正歯科クリニック）
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